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精査を進めている. また, 今回, ニホンザルから初めて
蟯虫を確認できた. 本種は中国のアカゲザルおよびア
ッサムザルから種記載され (Yen, 1973), 台湾に生息す











報告者は, これまで兵庫県に生息している 6 つの群れ
（美方, 城崎, 大河内, 篠山 A, 篠山 D, 船越）に所属し
ているメスのミトコンドリア DNA D-Loop 第 1 可変域, 



















パク質) は電子伝達系に共役した ATP合成を切り, エネ
ルギーを熱として放散させるタンパク質であり, 体温
上昇に寄与する. UCP1 は褐色脂肪細胞にありヒトにお
いて A-3826G は転写量を減少させ, 肥満に関係すると
いう報告と関係しないという報告に分かれているが, 
UCP は 1-5 まであることが知られており, UCP1 の多型
を代償することも考えられる.UCP1-3826 の領域のヒト, 
チンパンジー, アカゲザルのデーターベースから共通
のプライマーを合成し, PCR で増幅し, Sau3AI で切断し
多型の有無を調べた. チンパンジー26, ゴリラ 8, アジ
ルテナガザル 2, ニホンザル 88, カニクイザル 24, アカ
ゲザル 18, ブタオザル 4, ボンネットモンキー3 頭全て
が倹約型の G を有していた. なお, オランウータンは塩
基配列からは制限酵素部位に変異が見られ, この RFLP
法では検出できなかったが, この個体では G を有して
いた. 以上, アドレナリン受容体
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6 遺伝子全てにおいて霊長類では倹約型を有し, それだ
け消費エネルギーを浪費せずに生きる方策をとってい
るのであろうと考えられた. ヒトのみで消費型の頻度
が高いのは体毛を失ったため, 夜に体温維持を図り内
臓を保護するためであろうと推測した. 
 
B-66 老齢ザルの記憶と抑制に関する研究 
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対応者：正高信男 
加齢にともない早期から低下する機能として, 空間
記憶と行動抑制がある. Beranら(2005)のチンパンジーを
対象にした位置再認の研究では, 記憶すべき情報が多
くなると 選択反応の初期よりも後期でエラーが増加し
た. またエラーの内容は, 単に隣接した位置を選択した
